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熊本都市圏の道路交通課題解消と地域の発展に

向けたステークホルダーとの協同事例について 
 
 
 

片桐 拓重 1・今村 舞１・中野 将１・藤木 厚志１ 
 

1九州地方整備局 熊本河川国道事務所 調査第二課（〒861-8029 熊本市東区西原 1 丁目 12-1） 
 

    熊本市は、九州中央部に位置し熊本地震からの復興、熊本駅周辺や桜町の再開発等、新たな“まち”に

生まれ変わる活力に満ち溢れており、今後の地域発展の成長ポテンシャルが高い広域交流の要となる都市

である。しかし、熊本市内では慢性的な交通混雑が発生しており、中心部からインターチェンジや空港な

どの交通拠点へのアクセス性も低く、都市の発展が阻害されている状況である。このような背景から熊本

市を中心とした交通課題を解消し、潜在する成長ポテンシャルを向上させ、熊本県内はもとより、九州全

体の地域経済の発展に寄与し、新しい熊本の礎をつくるため、国、県、市、市民、経済界等のステークホ

ルダーとの協同が重要である。本論文では、当事務所と熊本都市圏のステークホルダーとの協同事例につ

いて紹介する。 
 

Key Words:新たな広域道路交通計画, 国・県・市の連携, 道路交通課題,まちづくり、地域活性化  
 
 
1. はじめに 
 
 熊本都市圏 1)（熊本市、合志市、宇土市、宇城市、菊

池市、菊陽町、大津町・嘉島町、益城町、御船町、甲佐

町、西原村の 5市 6町 1村を指す。）図-1は交通渋滞の

慢性化や、空港・インターチェンジ等の交通拠点へのア

クセス性の悪さ等、様々な交通課題を抱えている。全国

的な道路政策の動きとして、急速な人口減少や災害の激

甚化、ICT 等技術の進化を捕まえて、新たな社会・経済

の要請に応えるための道路網計画である「新たな広域道

路交通計画」の策定が始まっており、熊本都市圏におい

ても検討が始まっている。 

 このような背景を受け、幹線道路網の整備に加え、あ

らゆる選択肢から熊本の交通課題を解消し、熊本市及び

その周辺地区のポテンシャルを向上させ、九州全体の地

域経済の発展にも寄与する将来道路ネットワークの構

想・計画の検討を行う「熊本市道路ネットワーク検討会

（以下、ＮＷ検討会と称する）」が設立された。 

本論文では近年のステークホルダーとの協同事例とし

て「ＮＷ検討会」、市民への報告・意見徴収を目的とし

た「シンポジウム」及び検討会の準備段階である「ネッ

トワークミーティング（以下、ＮＷＭと称する）」の取

り組みについて紹介する。 

 

 

 

 

２．近年のステークホルダーとの取り組み体制 
 

 前述した「新たな広域道路交通計画」の策定の検討が

はじまり、熊本都市圏において意見交換や課題意識を共

有するための独自の取り組みとして始まったのが「ネッ

トワークミーティング（ＮＷＭ）」である。これは、

国・県・市による勉強会という位置づけであり、平成

30年 7月に第１回が開催され、現在までに 6回行われて

いる。 
 さらに、「新たな広域道路交通計画」の策定に向けた

動きやＮＷＭを受け熊本市が中心となって設立したのが

「熊本都市道路ネットワーク検討会（ＮＷ検討会）」で

ある。1.で述べたとおり将来道路ネットワークの構想・

計画の検討を行うものであり、成果は熊本県幹線道路協

議会へ報告される。令和元年度は 3回実施し 1回目の後

 
図-1 熊本都市圏位置図 

 

熊本都市圏
→５市６町１村
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にシンポジウムとして、市民や関係者に向け検討状況の

報告及び意見徴収を行った。図-2図-3 
それぞれの詳細な内容は３．にて後述する。 

 

      図-2 取り組みの体制 

 
      図-3 取り組みスケジュール 

 
３．近年のステークホルダーとの協同事例 
 
(1)ＮＷＭ ※非公開形式 

a)  目的 
 将来のルート構想・合意形成を行う検討会や協議会に

向けて、事務担当者(国・県・市)で熊本都市圏の交通の

現状・課題を勉強・共有することを目的としている。 

b) 実施内容 
メンバー構成は国・県・市の担当～幹部クラスであり、

ブレインストーミング形式にて運営した。職員が日頃か

ら感じていることや、業務を通じて明らかになった課題

等について、役職に隔たりなく自由な意見として活発に

議論された。実施内容を図-5に示す。 

特に第２回目では熊本都市圏の道路交通について学生

とディスカッションを交えており、実務者の自由な意見

に加え、将来を担う若者（学生）の視点といった幅広い

意見を集めることができた。 

 

                                 図-5  ＮＷＭ実施内容 

 

          写真-1 ＮＷＭ様子 

 

c) 学生の主な意見 

 第２回ＮＷＭでは「学生が思う道路交通計画について」

という題目で、国交省及び熊本県へインターシップを行

っている学生 10 名を交え議論を行った。学生の主な交

通手段は公共交通機関や自転車・徒歩であるため、「電

停まで自転車で行くので駐輪場を整備してほしい」「自

転車レーンが必要」等新たな議論を呼んだ。さらに、熊

本での行動実態や熊本の将来に向けての意見についても

収集することができた。図-6 

ＮＷＭ ＮＷ検討会 シンポジウム

8/3 第１回

8/22 第２回

10/23 第３回

11/16 第４回

4/19 第５回

6/27 第１回

7/23 第６回

8/28 新たな道路で描く未来の都市づくり

10/29 第２回

12/25 第３回

ステークホルダー協同事例年 日付

2018

2019

日時 開催趣旨

第１回 H30.8.3

・幹線道路協議会について
・熊本都市圏のネットワーク
「空港アクセス」「福岡への流出」「DIDの広がり」「交通
混雑の要因」「観光（観光バス）、交流」「物流」「公共交
通」「熊本市西部」「熊本市中心部」

第２回 H30.8.22

・学生が思う熊本都市圏の道路交通について
「熊本都市圏の道路交通状況（全般）」「熊本都市圏の
道路交通状況（個別箇所）」「熊本での行動（遊び、買
物、旅行、帰省）」「将来、熊本に住みたい理由」「将来、
熊本に住まない理由」「熊本都市圏の道路交通に求め
るもの（道路網）」「熊本都市圏の道路交通に求めるもの
（公共交通等）」「道路管理者（若手）の意見」

第３回 H30.10.23

・熊本市中心部の交通混雑について
「熊本都市圏の道路交通状況、交通混雑箇所」「混雑要
因」「所要時間のばらつき（パーク＆バスライド、バス専
用レーン）」「自転車による左折車、後続車の速度低下」
「右折車による交通混雑（中央分離帯）」「抜け道不足、
段階的なネットワークになっていない」「市電」「物流交
通」

第４回 H30.11.16

・熊本市中心部の交通混雑について
「国道266号、国道3号の混雑状況等」「国道3号の混雑
状況等」「県道303号（旧国道3号）の混雑状況等」「県道
337号（旧国道57号）の混雑状況等」「産業道路の混雑
状況等」「その他の混雑要因等：鶴屋、市内中心部の駐
車場」「その他の混雑要因等：路線バス」「理想的な通
勤手段、ライフスタイル」「観光客目線での課題」

第５回 H31.4.19

・熊本市中心部の交通混雑について
「H31年2月交通量調査結果」「国道３号の利用交通等」
「熊本市中心部に向かう目的等」「熊本都市圏の交通課
題等」

第６回 R1.7.23

・シンポジウムのチラシ案（プログラム）の紹介
・熊本市中心部・周辺部の道路交通課題の認識共有及
び強化すべき内容
「中心部の強化」「中心部⇔東部の強化」「熊本都市圏
の将来像・ビジョン」「公共交通（ベストミックス）」
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図-6 学生の主な意見 

 

(2)ＮＷ検討会 ※公開形式 

a) 目的 

 道路交通の課題を整理し、総合交通体系の基盤として

の幹線道路に関わる計画、構想ならびに事業の実施につ

いて、熊本市を中心とした道路の総合的な計画の調整を

図ることを目的としている。原則マスコミや市民へ公開

にて議論する形式を取っており、注目も高い。 
b)  構成メンバー 

 国・県・市、学識経験者、経済界の有識者で構成した。 

 
図-7 ＮＷ検討会メンバー  写真-2 大西熊本市長会見 

 

c) 実施内容 
 第１回検討会では NWMでの意見を踏まえて分析した

熊本都市圏の課題を提示し、経済界有識者や学識経験者

の意見を収集した。後述するシンポジウムを開催し市民

への報告・意見収集後に、第２回第３回ＮＷ検討会にて

将来道路ネットワークのビジョンや機能イメージを議論

した。図-8それぞれの検討内容及び成果は後述する。 

 
      図-8 ＮＷ検討会フロー 

(3)  シンポジウムの開催 
a) 実施概要 

道路整備に関する市民意識の醸成を図るため、熊本都

市道路ネットワーク検討会が主催となり、令和元年 8月

28日に開催した。定員 200名のところ約 230名の市民や

関係者が参加し、多数のメディアに報道された。 

プログラム内ではＮＷ検討会メンバーである円山准教

授（熊本大学）による問題提起や高校生からの提言を踏

まえ、市長、副知事らによる「道が拓く、熊本の未来」

と題したパネルディスカッションが行われた。写真-3 

 

図-9 ポスター     写真-3 シンポジウム様子 

 

b) 高校生（県立熊本北高校）からの提言 

 「未知の道づくりを考える～未来の熊本～」と題し、

熊本北高校の生徒 7名による熊本の道路交通状況の課題

や解決策など独自の視点で発表した。熊本市の課題を生

活面と観光面で整理した上で、原因の根幹は慢性的な渋

滞であると指摘した。図-10 こうした現状に対し生徒ら

は、生活者や熊本を訪れる人たちのために、交通手段を

増やし、駅や空港などから市街地や観光地への交通アク

セスを向上させることが大切と主張した。 

また、「私たちが描く未来の熊本の姿」として、手書

きの絵を示し「歩道を高架化して広場を整備、ＡＲ・Ｍ

Ｒ技術を活用した観光案内を行う」図-11「地下は歩行

者が安全に通行しやすい空間にし、地下水に触れられる

小川を設ける」等、高校生ならではの柔軟なアイデアを

披露した。最後に大西市長も登壇し「渋滞という課題に

対し、斬新な発想によるアプローチに関心した。将来の

まちづくりに生かしていきたい」と評価した。 

 

 

図-10 熊本の課題【生活面】 
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図-11 未来の熊本イメージ（空中に広場のある都市） 

 

c) 道路エンドユーザーの意見収集 

プログラムの終わりには来場者に向けてアンケートを

実施し意見を収集した。また、ＷＥＢでも同様にアンケ

ートを実施し、幅広い道路ユーザーの意見を聴取した。

道路が担う役割として「公共交通の利便性向上」や「中

心部の混雑緩和」、熊本地震の体験から「災害時の代替

性確保」を求める声が多かった。強化すべき区間として

は「環状道路」や「熊本空港～中心部」と中心部と交通

結節点のつながりを求める声が多かった。図-12 

 

図-12 アンケート調査結果 

 

４、協同事例の成果 
 
 (1)熊本市圏の課題整理 

 ＮＷＭ・シンポジウムから熊本都市圏の交通課題とし

て様々な意見が出された。内容は主に３つ「熊本を取り

巻く環境」「定時性・アクセス性」「公共交通について」

に分かれた。図-13図-14 

 
図-13 ＮＷＭ 主な意見整理 

 

図-14 シンポジウム 主な意見整理 

 

聴取した意見を基に、データ分析や現状道路網分析等

を行い、第１回ＮＷ検討会にて熊本都市圏の課題を提示

した。以下抜粋して紹介する。 

 

a) 熊本を取り巻く環境についての意見  

熊本都市圏は九州中央部に位置しており広域的な人

的・物的の交流が促進できるとの意見があがったが、図

-15 のとおり各主要都市との所要時間 2）にばらつきがあ

り広域交流の拠点を目指す上での課題となっている。 

都市圏にフォーカスすると東部へ生活圏が拡大してい

るという意見が多く出たが、図-16 のとおり DID（人口

集中地区）3）は東側の九州道方面に拡大している。 

さらに、中心部の意見として「不連続区間が多い」が

あげられたが、図-17 のとおり熊本市中心部の不連続区

間 4）が多く存在する。これは城下町時代の名残で車両の

円滑な通行を許さない道路が見かけられ、「都」「要塞」

的構造の両面を有しているからである。 

 

図-15 主要都市所要時間   図-16 熊本都市圏ＤＩＤ 

 

図-17 熊本市中心部の不連続区間 

 

また、別の視点からは災害時の代替路の必要性につい

ての意見が出たが、熊本都市圏では、熊本地震（平成



 

 5 

28 年）を経験しており、震災時には九州縦貫道（植木

ＩＣ～八代ＩＣ）の長期間に及ぶ通行止めに伴い、一般

道路への迂回が生じ、幹線道路は著しい渋滞 5)が発生し

た。結果、救助・救援車両へ大きな影響が生じた経験か

らも、九州縦貫道代替路の確保は課題である。図-18 

 

図-18 熊本地震発生前後の平均速度の変化 

  

b) 定時性・アクセス性についての意見  

各方面から、「バスの定時性がない」「時間が読めな

い」など定時性についての課題が再三指摘された。熊本

都市圏の平均速度 1)は、16.1km/h（、DID内平均速度）と

なっており、この値は三大都市を含めても最も遅い値と

なっている。図-19 さらに、図-21 は熊本空港から熊本

駅までの所要時間 6)をグラフ化したものだが、朝ピーク

時の所要時間は最大 20 分のばらつきが発生しており、

所要時間も全国ワースト 1 位 7)となっている。図-22 同

様に九州縦貫道から中心部へのアクセスもばらつきがあ

り、所要時間も各ＩＣから 30分以上 5)かかる。図-20 

つまり、熊本は時間信頼性だけでなく交通拠点から中心

部を繋ぐアクセス性も低いというダブルのマイナス要素

がある。 

 

図-19 DID内平均速度    図-20 IC～中心部所要時間 

 

図-21 熊本空港から熊本駅までの所要時間 

 

        図-22 各空港～中心部移動時間比較グラフ 

 

c) 公共交通についての意見 

 同様に大きなトピックとして挙げられたのが公共交通

である。モノレールの整備や市電の延長、バスレーンの

設置等、定時性の解決及び利便性の向上を求める声が特

に大きかった。またソフト的な対応として終電を遅くし

ほしいとの意見も上がった。 

 

（2）ＮＷ検討会で示された将来像 

これらの課題や意見を踏まえ、熊本都市圏道路ＮＷの

将来像（3 本柱）「循環性があり、災害に強い道路ネッ

トワーク形成」「定時性・速達性を兼ね備えた道路ネッ

トワーク形成」「多様な交通モードの機能を強化する道

路ネットワーク形成」を示した。さらに達成するための

目標及び道路が担うべき役割、ネットワークのあり方も

同様に公表した。図-23図-24図-25 

 

図-23 熊本都市圏道路ネットワークの将来像 

 
図-24 将来像を達成するための目標及び道路が担うべき役割 
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図-25将来像を達成するための目標及び道路が担うべき役割 

 

(3)将来道路ネットワーク機能イメージを発表 

 第１回、第２回ＮＷ検討会の課題整理や将来像の議論

を受けて、第３回ＮＷ検討会（令和元年 12 月）のなか

で新たな道路ネットワークの機能イメージを発表した。 
 主な機能イメージとして「①熊本市中心部と高速道路

ＩＣ（北部、南部）のアクセス強化を図る、ＩＣアクセ

ス。②熊本市中心部と広域交通拠点（空港、港）の人や

モノの流れの効率化を図る、空港・港湾アクセス。③熊

本市中心部を通過する国道３号の道路空間を再編し、広

域的な交通を分担。」を示した。図-26 

 

 

図-26将来道路ネットワーク機能イメージ 

 
4. 今後の展開 

 

熊本都市圏に真に必要となる新たな道路ネットワーク

の構想・計画策定に向けて、ＮＷＭ、ＮＷ検討会、シン

ポジウムを通して様々なステークホルダーとの協同を図

ってきた。ＮＷＭのようなフリーなディスカッションの

場を設けたことで、熊本都市圏について交通課題の共有

だけでなく、地域の課題やポテンシャルについても共有

することができた。また、ＮＷ検討会では学識経験者や

経済界有識者から意見をいただき、あらゆる角度から深

い議論をすることができた。さらに、シンポジウムでは

住民に向けＮＷ検討会の報告、道路行政の関心向上、そ

して道路のエンドユーザーとしての意見を収集すること

ができた。 
以上のような情報共有・合意形成を得る取り組みによ

り新しい熊本の礎となる「新たな道路ネットワークの機

能イメージ」を公表することができた。今後は将来道路

ネットワークの構想・計画の策定のために、より具体化

させることが必要となる。円滑に作業を進めていくため

にも、今回の協同事例の関係性を維持・活用しながら、

進めていくことが重要である。 
 
5. おわりに 

 

 熊本都市圏は、様々な課題を抱えているが、これま

で国・県・市、経済界有識者、学識経験者や市民等のス

テークホルダーと一体となった取り組みにより課題克服

に向けて一歩踏み出した。そのような矢先に昨今猛威を

振るっているコロナウィルスが発生し、社会情勢が大き

く変化している。Withコロナ社会のニューノーマルに向

けて、道路に求める役割も変化点にあるが、定量的デー

タの分析やすでに確立したステークホルダーとの共同の

場を通じて、様々な意見を聞きながら、計画策定に取り

組んでいきたい。 
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